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放線菌の抗菌性牌：質に就て

第6報Ne． S8， No．43株代謝産物の「マウス」

肺炎双球菌（第1型菌）感染防禦實験

金澤開創大平日置内科教室（主任 日置教授）

今  井  照  英
  Tetriehide Jmai

  （昭和23年9月18日受附）

（本稿要旨は第21回日本細菌學會にて護表した．）

緒

 一報に於て前報Actinomyces griseolus：No．18

株及びActinomyces microflavus No．43株の産

言

生する抗菌性物質によっての「マウス」肺炎双

球菌感染防禦實験に就V・て記載する．

實験材料及び實験方法

 1，供試動物．膿重13－159の雄性マウス」を選

定しk・

 2．肺炎双球菌．本學細菌學教室より分譲せられた

第1型菌にして，「マウス」を数代通過せしめ，10％血

清加ブイヨン」に37。C 24時間培養せるものを使用し

た．

 3．感染治療試験．肺炎菌の最小致死量の102－103

量を「マウス」腹腔内1と接種し，1時間後より被槍試

料を滅菌蒸溜水にて溶解，背部皮下に投與した．

二三成績
 A．No．18株代謝産物に關する實験

 1．毒性．No．18株の培i養濾液（抗菌便稀繹

法に依り10000倍）の1cc皮下注射「々ウス」は

約18時聞後発死した．併し0・1cc投與のもので

は槻察の7日聞異常を認めなかった．

 叉前報に記載の如き本濾液よ，りの抽出物3mg

（濾液30ccに相當した）投與「マウス」は7日

聞の観察期闇中生存した．「マウス」1頭に罪し

3mg投與は50：K：gの人艦に約10g投與に便

する．即ち之に依ると精製操作は濾液そのもの

の毒力を大V・に減殺し，その毒力は甚だ寡V・も

のに厨すると考へられる．

 2．肺炎菌感染防禦實験．前項記載の如く

「マウス」腹腔内に肺炎菌接種1時間後，本抽出

物0．25mg皮下投與「マウス」は封照「マウス」と

略e等しく24時間後難死した．術0．3mgを3

時間置きに5回計15mg投與「マウス」も封照

と略it同様に雫均26時間後死亡した．此量はペ

ニシリン軍位に直して約3000軍位で決して少く

はなV・と考へられ，此量を以て動物を救助出來

なかったことは實際には籐り期待を置けなV・こ

とを意味するものであった．

B。No．43株代謝産物に關する實験，

 1．毒性．No．43株の培養濾液（抗菌債稀繹
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田に依り10000倍）に於て槍するに0．25cc宛

2日聞に2回投與せるものは7日後も生存した

が，0．5cc宛2回投與せるものは5日目に死亡，

1cc宛2回投與せるものは死亡に到らなかった

がi甚しくi衰弱したのを認めた．本濾液0．25cc

は抽虚血50mgに：略e相當する．

 次に：No．43株の抽出物に過ては1m91回投

出「マウス」は敦れも第3－4日に死亡し，0．1

mg同じく1回投與「マウス」は7日を経ても猫

よく生存するを得た．0．1mgは濾液0．5cc（0．25cc

2回）に，1mgは濾液5ccに相上し矛盾する成

績でなv・．無論より詳しv・實験を欲する所であ

るが，目下の資材難から止むなく充分に之を果

し得なかったことを遺憾とする．帥ちNo．43

株の代謝産物の毒性はNo．18株の夫に比すれ

ば甚しく，「マウス」1頭につき0・4mgで三寸

：量に達し，大部1mg投與では既に確實に：有毒

であるものであることが認められる。

 2）肺炎菌感染防禦試験．成績は下表に之を

一括記載した．痴れも菌液注射1時間後よ診4

抽出物

贋o全量

使用マ

Eス数

輕過日数麗死マウス数 7日後’生存敷

26時間後130時間後
36時間後

r48時間後
3日後 4日後

 1・3mg

@O．8mg

@O．4mg
@O．36mg
@O．24mg－0．12mg

? 照

3333333 0000003米来 000001来米 2来

Q米

O002＊i米

1米米

O000 1米米

O1＊iO

1米来

O0

0022300

（来来は心血申菌数多きもの来は少ないもの）

時聞後5回に分割投糾した．

 即ち投與「マウス」は敦れも業ナ照に比し死期の

延長するのを認めることが出來，0．24mg投與

例に於ては7日後全例生存することを認めた．

而うしてその：量更に施となるときは既に有効量

Jに達しなV・．中毒量と有効量との差隔が少く，

帥ちchemotherapeutic quotienpが小さい～二と辱

叉實用上の困難を規定するものである．

小

 No．18株の代謝産物は毒性の瓢では著しく

なv・と推定せられ，試験管内に於ける張力なる

肺炎菌獲育阻止作用を呈するにも拘らす，肺炎

菌感染「マウス」に封して相當多量に投賦するも

全く「マウス」の死期を延長することなく，生艦

内では無効なるものと判定せられる．本物質が

室温にて既に極めて短時闇に四三せられること

に依り，生罷i内で速かに不活性化せられる一面

括

から解せられるやうに思ふ．

 No．43株の代謝産物はNo．18株の夫に比し

毒性が遙かに張V・と推定せられたが，0・24mg

投與に於て之を感染死から冤れ得しめた．併し

0・4mg投與の際には治癒率約70％に減じ，投與

量更に之より多くなる時は既に中毒量に到達す

る．

結

 1）本篇に於て著者はActinomyces griseolus

No．18株及びActinomyces microfiavus：No．43

論

株の産生する抗菌性物質に依る「マウス」肺炎

双球菌感染防禦實験を行った．
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 2）No．18株培養濾液の第五型肺炎菌に：封ず

る抗菌便は稀繹法に依り良好なる條件に於て数

十萬倍に：達し精製抽出物の夫は十億倍に及ぶ驚

異的数便を示すものであるが，今回の試験に依

りその毒性も精製物に於て甚だ寡V・ことが認め

られた．にも不拘肺炎第1型菌感染防禦試験成

績は寧ろ不良である．その温熱その他に早し極

めて敏感なるが爲と解せられる．

 3）：No．43株培養濾液の抗’菌便は：N（）■18株

の夫程多くはなV・が，叉特異的に肺炎菌に作用

し，稀繹法に依り肺炎第1型菌に封し数萬倍の

便を示さしむるヒとを得る。感染防禦試験でも

一一ｶ有効で，「マウス」の感染死を冤れ得しめる

ことを知ったが，一面可成りの毒性を呈し，紗

くとも此程度の精製では chemotherapeutic

quotientは1より小であるが，樹吾々をして充

分満足せしむるに足りなV・．

 4）以上著者の研究は放線菌代謝産物中肺炎

菌に特異的に作用し頗る高度の抗菌贋を呈する

物質の存在を示すものであり，叉此種物質の完

全抽出にあたり在來此種有効分の抽出に際し用

ひられた如何なる方法の適用も困難で，著者の

槍索した範園では漸くクロ・フォルムを使用じ

て所期の目的を達し得たる黙甚だ興味ある事實

であると信ぜられる．

 （本稿を終るに由り，本硯究の御指導を賜った恩師

日置敢授に満腔の感謝を捧げ，菌種分譲を賜りたる細

菌學教室谷敢授に封し深謝す・）
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